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電子様式項目定義書の見方 

■ 申請データの基本仕様 

1 申請データファイル形式 

WWWC XML 1.0 （JIS X 4159:2002） 
添付ファイルについては PDF とする 

 DTD は、様式ごとに示す 
各項目の型、長さ等は、項目定義書に従うものとする 
 

2 文字集合 

 JIS X0201 （英数字） 
 JIS X0208 （カタカナ、ひらがな、漢字、記号） 
①～⑳およびローマ数字（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ、Ⅹ） 
 

3 文字エンコーディング 

 UTF-8 
 

4 出力ファイルについて 

１つの申請は、１ファイルとして ZIP 形式に圧縮して出力（添付の PDF ファイルも含

む） 
差し替え時は、全体を出力（部分差し替えは行わない） 
出力ファイル名は任意 
拡張子は .zip（添付ファイルは .pdf） 
 

5 ディレクトリについて 

ディレクトリは不要です。出力媒体のドライブ名の直下にファイルを配置してください。

（例：A:¥shinsei.zip） 
 

6 制御文字 

改行文字のみ可。 
 

7 １行の文字数 

テキスト入力欄の１行あたりの文字数を全角 36 文字とします。 
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■ 項目定義書の見方 

1 項目 

項目の名前を示しています。施行規則等で示された名前を可能な限りそのまま使用していま

す。 
 

2 記号 

DTD 上、項目が必須か任意か、繰り返しが可能か等を示しています。次の種類があります。 
記号 意味 

（空欄） DTD 上の必須項目 

？ DTD 上の任意項目 

＋ DTD 上の必須項目で繰返し可能 

＊ DTD 上の任意項目で繰返し可能 

 
3 要素名（新様式のタグ名） 

DTD 上の名前を示しています。前述の「項目」と違う内容になる場合、要素名を赤いセル

で示しています。 
 

4 備考 

電子様式項目についての備考です。 
 

5 桁数 

項目の桁数を示しています。 
単位は、基本的に文字数ですが、型が「テキスト（半全角改行フリー）」となっている項目

については、単位をバイトとしています。 
※ 文字エンコーディングを UTF-8 としていることから、全角文字は 3 バイトになること

に注意してください。 
 

6 型・コード表 

項目の型を示しています。 
コード表を参照する項目では、「CODE 001」のようにコード表の種類を示しています。コ

ード表については、別途 Web（FD 申請ホームページ http://www.fd-shinsei.go.jp/）に掲載

いたします。 
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7 混在 

内容に上付タグ、下付タグ、外字タグを使用できる項目について○を付しています。次に例

を示します。 
タグ 表現形式 入力形式 説明 

上付タグ E=MC2 E=MC<ue>2</ue> 上付にする文字を ue タグで囲みます 

下付タグ H2O H<sita>2</sita>O 下付にする文字を sita タグで囲みます 

外字タグ ○ア  <hka>あ</hka> 外字の読みを hka タグで囲みます 

※ 外字とは、「申請データの基本仕様 ２ 文字集合」以外の文字を指します。 
 

■ その他 

1 添付ファイル 

添付ファイルに関する XML の例を以下に示します。 
【例】 

<添付ファイル情報> 

<添付ファイル名 hash="6b6fc148e00e594792aca07677c46b28">tenpufile.pdf</添付ファイル名> 

</添付ファイル情報> 

 
尚、ハッシュ値は、MD5 により生成してください。 
 

2 ルート要素 

ルート要素には、version 属性を付与してください。本番稼動時のバージョン番号は、1.0
とします。 
【例】 

<fmtH51 version="1.0"> 

 
3 繰り返し可能項目の属性 

繰り返し可能な項目については、no 属性を付与してください。この際、同一繰り返し項目

で、一意となるよう no 属性の値を設定してください。 
【例】 

<製造所 no="1"> 

・・・ 

<製造所 no="2"> 

・・・ 

 
以上 


